











































を検討した。次に， Wister系雄性ラット(体重250--400g)にLPSを体需1g 当たり 0.5~g静注し，高サイ
トカイン血症モデルを作製した。このモデルにセルロースビーズミニカラムを直接濯流法で使用し，高サ
イトカイン血症の是正効果を検討した。そして.SIRS患者にリクセルカラムの直接濯流を行い臨床効果の
評価を行った。
【結果と考察】振撮吸着実験により，セルロースビーズのサイトカイン吸着能を確認した。また.ラット
動物においては， LPS投与3時間以内で各種サイトカイン選度の有意な上昇を認め.セルロースビーズミニ
カラムの直接濯流を3時間施行した結果，サイトカイン濃度を有意に低下させる効果が示された。さらに，
SIRS患者でのリクセルを用いた3--4時閣の治楼においては高サイトカイン血症の是正効果と血圧回復効
果を認め，必安とした昇圧剤の減量が可能となった。以上より，セルロースビーズカラムは，炎症性サイ
トカインの吸着能を有し直接濯流法での使用で高サイトカイン血症を是正でき.SIRSの治疫に応用でき
ると考えられた。
以上の研究成果は，ヘキサデシルリガンドセルロースビーズ吸着カラムの炎症性サイトカイン吸着能を
検討し SIRS治雄への応用の可能性を提示したもので‘あり，この分野において一定の貢献をしたと考えら
れる。よって，著者は博士(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
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